
「清

猿」

考

11援
蛾
帝
の

に
お
け
る
用
例
を
め
ぐ
っ
て

i
i

行

我
が
劉
の
勅
撰
一
一
、
九
世
紀
の
初
頭
、
わ
ず
か
十
数
年
の
問

に
、
相
次
い
で
成
立
し
た
。
吋
凌
雲
新
築
h

(

以
下
、
凌
雲
集
と
い
う
。
)

は
、
続
蛾
天
皇
の
弘
仁
五
年
ハ
八
一
回
)
、
コ
又
華
秀
一
蹴
集
』
は
、
弘

仁
九
年
(
八
一
八
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
と
い
う
の
が
今
日
、
通

〈校
1
〉

説
に
な
っ
て
い
る
。
『
綬
麟
集
h

は
、
淳
和
天
皇
の
天
長
四
年
ハ
八
二

(法
2
〉

七
)
の
成
立
で
あ
る
。
現
存
本
叫
経
閥
集
』
は
残
関
本
な
が
ら
も
他

の
二
集
よ
り
は
牧
載
詩
数
も
多
く
、
一
一
…
集
を
総
べ
て
四
百
数
十
首
、

詩
の
作
者
数
は
百
四
十
人
を
超
え
る
。
こ
の
中
、
奈
良
朝
の
作
者
は

〈注
3
)

十
数
人
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
…
一
一
集
編
纂
賞
時
の
詩
壇

の
盛
況
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
小
論
で

は
、
勅
撰
一
一
一
集
に
お
け
る
諮
金
的
特
徴
に
開
ー
す
る
問
題
を
取
り
上
げ

て
考
え
て
み
た
い
。

一一

ま
ず
、
勅
撰
一
一
一
集
所
政
の
詩
に
は
、
語
索
的
な
面
で
極
め
て
特
徴

同 牛 い
~一令

日

野

穫

的
な
諸
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
猿
お
よ
び
そ
の
鳴
き
聾
に
関

連
す
る
語
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
掃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

吋
凌
市
詩
集
h

に
先
立
つ
こ
と
六
十
有
給
年
に
成
立
し
て
い
た
ヨ
懐

風
藻
』
(
牧
載
詩
数
、
五
十
六
普
)
に
は
、
そ
の
種
の
語
は
、
震
猿
・

(法
4
)

猿
吟
(
一
作
叫
)
の
二
例
し
か
な
い
。
『
経
圏
集
』
に
後
れ
る
こ
と
七

十
有
徐
年
に
し
て
成
立
す
る
『
菅
家
文
草
』
『
菅
家
後
集
』
(
枚
載
詩

数
、
計
五
百
十
四
首
)
に
も
按
烏
・
援
の
二
例
を
見
る
の
み
で
あ

(注
5
〉

る
。
し
か
る
に
、
勅
撰
三
集
に
は
、
清
猿
・
京
猿
・
凱
猿
・
断
猿
・

境
猿
・
慕
猿
・
野
猿
・
山
猿
・
老
猿
・
孤
猿
・
漣
猿
・
猿
叫
・
猿

聾
・
猿
吟
・
猿
暗
・
猿
鳥
・
猿
な
ど
の
誌
を
延
三
十
鈴
例
の
多
き
に

わ
た
っ
て
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

菅
原
遊
間
同
の
詩
に
、
勅
撰
一
一
一
集
の
こ
う
し
た
詩
風
の
一
端
が
何
故

に
綴
承
さ
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
一
考
を
要
す
る
問
題
で

(技
6
)

も
あ
る
が
、
今
そ
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
置
く
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
き
に
掲
げ
た
一
漣
の
語
棄
の
中
、
最
も
頻
度
の
高
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い
の
が
、
猿
と
暁
猿
で
各
五
例
。
次
い
で
孤
猿
が
一
一
一
例
。
次
に
清

猿
・
幕
一
猿
・
猿
諜
・
猿
時
が
各
二
例
と
な
る
。
こ
の
中
、
清
猿
は
、

二
例
と
も
嵯
峨
天
皇
の
御
製
中
に
見
え
る
。
嵯
峨
天
皇
は
、
滋
時
の

詩
墳
の
パ
ト
ロ

γ
的
な
存
在
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
勅
撰
三
集

(住
7
)

中
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
も
多
く
の
御
製
を
残
す
す
ぐ
れ
た
詩
人
で
も
あ

っ
た
。
そ
の
作
品
中
に
は
、
滞
猿
・
飢
猿
・
焼
猿
・
猿
時
な
ど
数
例

の
熟
語
例
が
あ
る
が
、
中
で
も
清
猿
の
認
の
み
は
、
ヲ
俊
一
安
集
』
と

町
文
華
秀
一
躍
集
い
と
に
一
例
ず
つ
の
使
用
例
を
見
る
。

o

o

o

 

J
M猿
い
な
る
誌
は
、
飢
猿
、
友
猿
、
断
猿
な
ど
の
語
と
比
較
し

て
、
一
見
、
訟
の
搾
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
ο

と
は
、
一
館
、
ど
の
よ
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、聴 u音

裏地
清o胸
猿o~桑
I滞日
古 影
木 i嬰

炎
気
盛
夏
風
猶
冷 の

訟
を
含
む
嵯
峨
天
皇
御
製
を
掲
げ
よ
う
。

探
究
し
て
那
ん
ぞ
節
序
に
逢
ふ
こ
と
の
悲
し

き深
山
忽
ち
感
ず

宋
~t. 
の

中
天
撤
時

同
開
紙
入
り

階
地
糊
換

日
影
濯
し

翻
袈
の
清
猿

古
木
に
時
き

週明一前の耐火
F

腕

涼
離
に
雑
ふ

炎
銭
感
夏

同
州
一
猶
ほ
冷
や
か
な
り

第

一

と

は

、

『

楚

櫛

b

ハ
王
逸
臼
く
、
九
静

は
、
強
の
の
作
る
所
な
り
)
の
こ
と
で
、
と
り
わ
け
、

悲

哉

秋

之

矯

気

也

悲

し

い

哉

秋

の

気

た

る

や

議

琵

今

粛

器

た

り

草

木

揺

落

商

簿

一

投

草

木

揺

落

し

て

礎

表

す

(
中
略
)

長
天
平
分
間
時
令
皇
天
は
四
時
を
平
分
す

時

納

濁

悲

此

麗

秋

絹

か

に

濁

り

此

の

麗

秋

を

悲

し

む

な
ど
の
詔
一
軍
を
さ
す
。
従
っ
て
、
嵯
峨
天
皇
は
「
秋
日
に
深
山
に
入
」

っ
て
、
高
く
聾
え
る
蜂
(
極
陣
〉
を
仰
ぎ
仰
向
渓
を
一
一
時
ね
、
「
高
秋
落

照
一
の
景
を
前
に
、
円
楚
即
断
』
九
雛
の
詞
一
雫
を
想
起
し
て
、
「
経
質
し

て
那
ん
、
ぞ
節
序
に
逢
ふ
こ
と
の
悲
し
き
」
と
歌
い
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
次
に
、
他
の
一
例
を
奉
げ
る
。

水

圏

退

涼

到

水

濁

乗
舟
詑
大
槻

(
中
六
勾
略
)

畏
景
西
山
授

。。
清
猿
北
瞬
、
呼

沿
澗
興
不
己

況
口
一
品
秋
落
照
時

況
ん
や
高
秋

舟
に
乗
り
て

畏
景

清
一
挟

沿
掘

落
照
の
時

ハ
秋
日
入
探
山
0
3夜
雲
集
』
)

く39) 

涼
を
埠
ひ
て
到
り

大
湖
に
泣
か
ぶ

西
山
に
設
し

北
棋
に
呼
ぶ

輿
己
ま
ざ
る
も



持
棒
轄
蹄
蹴

樽
た
純
明
を
蹄
す

梓
を
開
め
て

(
夏
日
臨
泣
大
湖
心
手
〈
準
一
芳
援
集
b

程
上
、
遊
覧
。
)

に
よ
れ
ば
、
題
中
の
の
字
は
前
田
家
本
に

に
作
る
。
(
日
本
古
典
文
磐
大
τ

脚
注
〉
そ
こ
で
、
間
博

士
は
、
大
湖
は
琵
琶
湖
を
指
す
が
、
作
者
は
太
湖
(
江
蘇
、
新
江
の

二
省
に
ま
た
が
る
湖
水
)
を
連
想
し
て
い
た
か
と
し
、
さ
ら
に
『
類

躍
派
閥
史
b

に
よ
っ
て
、
弘
仁
六
年
夏
四
月
二
十
二
日
の
作
か
と
推
定

し
て
お
ら
れ
る
。
ハ
同
大
系
、
頭
注
、
二

O
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉
「
喪
景
」
は
、

内
春
私
左
氏
侍
』
の
文
公
七
年
に
、
資
季
が
越
表
と
越
盾
と
の
こ
人

の
人
物
の
優
劣
を
論
じ
て
、
「
越
衰
は
多
日
の
日
な
り
。
越
盾
は
夏

日
の
日
な
り
」
と
い
っ
た
が
、
こ
の
杜
法
に
「
多
目
は
愛
す
べ
く
、

夏
目
は
畏
る
べ
き
な
り
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
認
で
、
畏
日
、
菱
自

な
ど
と
向
じ
一
意
味
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

こ
こ
に
端
、
げ
た
二
つ
の
詩
は
、
そ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
、
季
節
や

礎
援
が
、
前
者
は
秋
の
深
山
、
後
者
は
哀
の
湖
と
い
う
よ
う
に
、
極

め
て
鈎
照
的
で
あ
る
が
、
一
清
猿
」
と
い
う
詩
的
素
材
が
共
に
用
い
ら

れ
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ
が
、
作
品
の
情
緒
的
な
雰
間
気
を
作
り
出

す

上

っ

て

い

る

黙

で

共

通

し

て

い

る

。

と
こ
ろ
で
、
小
島
憲
之
陣
士
は
、
「
畏
景
西
山
浪
、
清
猿
北
腕
ハ
呼
」

の
勾
を
、
「
夏
の
太
陽
は
西
の
山
に
波
し
、
清
ら
か
な
韓
で
な
く
猿
は

北
の
島
に
相
手
を
呼
び
つ
て
な
く
い
と
解
稗
さ
れ
、
さ
ら
に

猿
は
す
が
す
が
し
い
猿
の
鳴
き
聾
王
維
。
瓜
関
詩
『
石
上
間
二

清
猿
一
と
註
し
て
お
ら
れ
る
。
(
前
掲
書
、
二

O
四
ペ
ー
ジ
)

な
る
誌
は
、
に
も
い
く
つ
か
の
用
例
が
あ
っ
て
、

と
題
す
る
詩
の
中
に

今
向
ほ
在
り

例
え
ば
李
自
の

謝
公
宿
庭
今
向
在

0

0

 

深
水
蕩
諜
清
猿
暗

と
あ
る
。
こ
の
「
清
猿
暗
く
」
を
、
武
部
利
男
氏
は
、
「
猿
が
き
ょ
ら

か
な
聾
で
な
い
て
い
た
一
(
中
間
詩
人
選
集
『
李
白
』
上
、
二
一
二
ペ

ー
ジ
)
と
解
稗
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
『
大
一
漢
和
辞
典
』
の
「
清
猿
」
の
項
に
は
、
任
防
の
つ
清
援

と
軍
人
と
旦
を
争
ひ
、
続
膜
と
素
瀬
と
輝
き
を
交
ふ
」
(
持
寛
陵
文
宣

王
行
獄
)
を
引
き
、
さ
ら
に
張
銑
の
注
「
清
援
と
は
、
援
の
鳴
く
韓

清
な
る
を
謂
ふ
な
り
。
資
人
は
刻
漏
を
掌
る
人
な
り
。
夜
韓
を
援
し

て
暁
を
候
ふ
。
山
中
の
援
と
刻
漏
の
人
と
、
供
に
韓
有
り
て
相
争
ひ

て
其
の
暁
を
候
ふ
が
ご
と
き
を
一
一
一
一
口
ふ

L
Q文
選
』
巷
六
十
所
取
)
を

接
げ
て
「
き
ょ
ら
か
に
鳴
く
猿
」
と
説
明
す
る
。

猿
韓
に
限
ら
ず
、
物
一
音
は
、
開
き
手
の
主
観
に
左
右
さ
れ
て
ど
の

よ
う
に
で
も
関
こ
え
る
場
合
が
あ
る
。
が
い
か
に
そ
う
で
あ
る
と
は

0

0

0

 

い
え
、
一
方
で
飢
猿
、
断
猿
(
断
腸
の
猿
)
、
京
猿
な
ど
の
語
が
あ
る

の
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
猿
諜
が
す
が
す
が
し
く
、
祷
ら
か
な
鳴
き

韓
に
聞
こ
え
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
奇
異
な
感
じ

謝
公
の
指
慮

禄
水
蕩
様
と
し
て

清
猿
暗
く

( 40 ) 



を
受
け
る
。
銑
注
の
「
清
援
者
、
謂
援
鳴
韓
清
也
」
の
「
清
」
の

の
解
稗
も
、
き
よ
い
の
一
意
味
に
と
っ
て
果
た
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か

疑
問
で
あ
る
。

一
方
、
青
木
正
克
博
士
は
、
李
自
の
「
朝
下
、
過
麗
郎
中
紋
蕎
遊
レ

と
題
す
る
詩
の
句
、

明
湖
思
暁
月

に
お
け
る

と
い
(
漢
詩
大
系

ス
v
o

ゆj
h担

暁
月
を
忠
ひ

川
悦
純
情
猿
を
髄
ふ

に

注

し

て

二

清

と

は

韓

が

走

っ

て

い

こ

五
八
ペ
ー
ジ
、
脚
註
)
と
述
べ
て
お
ら
れ

果
た
し
て
何
れ
の
説
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

味
の
ほ
か
、
そ
の
情
緒
的
特
一
賀
会

な
が
ら
、
以
下
、
検
討
し
て
み
た
い
。

の
一
語
の

な
ど
も
、
合
わ
せ
考
え

国

F

次
に
、
勅
撰
一
一
一
集
中
の
お
い
て
、
猿
韓
が
明
確
に
形
容
さ
れ

て
い
る
と
忠
わ
れ
る
も
の
の
主
な
例
を
掲
げ
、
さ
ら
に
中
間
詩
の
例

を
壊
、
げ
る
。

0

0

ム

ム

隣
猿
悲
吟
誰
新
得

暁
猿
の
悲
吟

誰
か
断
ち
得
ん

し
く
笑
み
て

設
に
看
る
に
堪
へ

(
艇
鰍
天
態
。
和
主
大
将
軍
藤
各
制
一
川
鑓
作
。
円
前
岳
民
集
b
〉

ん

や

O

O

A

A

ム

時
間
猿
英
作
断
腸
叫

四
海
潟
家
一
帝
者
心
四
海
を
家
と
矯
す
持
者
の
心

ハ
小
野
山
今
守
口
奉
和
江
一
苧
暁
輿
詩
、
躍
製
。
『
凌
同
一
一
円
集

b

A

O

 

黄

昏

極

峠

京

猿

叫

京

猿

叫

び

明
譲
渡
頭
孤
月
間

唯止と
絵地
風幽
動関
幕。人
猿o事
悲ム少

暁
猿
作
す
こ
と
英
か
れ

観
腸
の
叫
び
を

問主演
殻2骨
のの
渡
頭

f
A
1
1
功

刊

剤

治

£

1
ノ

Z
F立
ト
ヵ

T
J

〈
小
野
山
今
守
。

内
凌
雲
集
』
)

A 
事

風少
動3な
ぎり
て
暮
猿
悲
し
き

JLt 
の
地

か糊
な関
る
~ì. 

の
み

入傍
澗峯
深近
開難
断ム想
:猿o客
草案唱

(
院
峨
天
皇
。
春
日
岐
蛾
山
院
、
探
得
謹
字
。
円
文
華
秀
麗
集
』
〉

住
等
の
陪

山
常
に
傍
ひ
て
は
近
く
聴
く

( 41 ) 

猿o烏
韓o影
!挟日
裏中
悲ム掛

澗
に
入
り
て
は
深
く
聞
く
麟
猿
の
斡

(
藤
令
緒
。
早
春
途
中
。
門
組
問
集

b

鳥
影

日
中
に
掛
か
り

猿
蜂

映
一
裂
に
悲
し

(
文
鼠
室
。

こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
猿
韓
は
悲
京
な
る
も
の
と
し

て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
そ
の
作
品
の
情
緒
的
性
格

を
方
向
づ
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
持
情
性
を
高
揚
せ
し
め
る
重
要
な

一
訟
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
摘
句
か
ら
で
も
推
察

で
き
る
。



す
る
勾
の

の
以
外
は
、
そ
の
語
の

文
は
省
略
す

る。

(
股
機
。
背
装
行
。
脅
審
問
〉

ハ
陶
淵
問
。
一
内
一
決
議
、
八
月
中
於
下
撰
田
舎
穫
。

以
日
程
一
五
)

(
清
一
阿
曲
辞
。
女
児
子
ニ

出
八
県
一
一
〉
守
谷
一
五
〉ハ

謝
撮
濯
。
入
蕗
議
湖
口
。
山
本
義
四
〉

(
識
窓
越
。
泣
湖
蹄
、
出
棲
中
望
月
。
宋
袋
五
〉

。

(
沈
約
。
石
城
瀬
聴
猿
。
梁
程
一
一
〉

0

0

ム

重
以
夜
猿
悲
。
ハ
伍
紡
。
腕
郭
栴
臆
出
端
口
見
候
、

一
万
以
。
梁
巻
…
五
〉

O

O

A

 

峡
一
紅
猿
韓
悲
。
(
王
泰
。
賦
得
沼
山
高
。
加
熱
各
一
一
一
一
一
〉

O

A

 

猿
友
夜
月
間
的
。
ハ
劉
本
勝
。
武
渓
探
行
。
川
県
巷
ニ
一
一
一
〉

A

O

 

京
猿
撤
廃
愁
。
ハ
江
組
。
別
南
海
賓
化
供
。
脱
者
八
〉

O

O

A

 

風
静
夜
猿
束
。
(
事
孝
点
。
一
桃
山
高
。
陪
桂
一
一
一
)

上
の
よ
う
に
、
猿
韓
は
多
く
悲
哀
感
を
も
っ
て
歌
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
庶
詩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
以
下
、

激A悲A

激ム猿o
夜。饗
猿oUJ 
I!鳥版

(
明
倫
出
版
社
本
)
中
の
例
の
一
斑
を
掲
げ
る
0

0

0

ム

古
戊
夜
猿
京
。
(
張
説
。
岳
州
別
袈
六
入
朝
。
巻
八
八
〉

ム

O

愁
猿
率
四
静
。
(
王
雑
。
遊
悟
畏
寺
。
巻
一
二
七
〉
八
一
作
王
緒

寺
〉ム

O

ム

市
内
古
磐
猿
悲
。
(
李
顔
。
ニ
把
廟
法
袈
待
御
使
桂
陽
。
巷
一
一
一
一
四
〉

A
 

お
め
清
夜
吟
、
其
韓
一
一
何
京
。
(
部
光
載
。
雑
詩
ニ
苦
八
其
一
一
〉
巷

一一ニムハ〉
O

A

ム

ム

ム

ム

其
時
月
明
一
…
猿
蛾
敬
、
微
雨
箔
夜
令
人
愁
。
(
王
品
齢
。

一
回
一
〉

5怪

O

ム

英
将
孤
月
訴
猿
愁
。
〈
王
悶
悶
齢
己
嫌
鴻
主
人
。
各
一
四
五
〉

O

O

A

ム

ム

猿
吟
一
何
苦
、
愁
朝
復
悲
タ
。
(
王
雄
心
開
裂
秀
才
辿
吟
詩
、
問
戯

縮
。
各
一
二
五
)

O

O

A

 

空
復
一
猿
束
。
(
劉
長
卿
。
一
時
白
石
山
県
神
師
蕩
草
堂
。
容
一
四
八
〉

0

0

ム

ム

猿
時
歌
歌
湖
南
楚
。
ハ
劉
長
畑
。
湘
中
憶
蹄
。
各
一
五
一
)

O

O

A

A

A

 

日
落
猿
硝
欲
断
腸
。
(
議
浩
然
。
登
高
蔵
模
。
程
一
六

O
〉

ム

O

ム

A

U

A

O

五
猿
不
可
態
。
(
山
令
点
針
。
蛾
関
東
脚
、
臨
江
、
臨
猿
、
懐
ニ
窓
欝
蹴
。

省
一
九
八
)

O

A

 

空
山
猿
濁
愁
。
〈
徐
治
。
調
高
稿
。
巻
二
一
五
〉

こ
の
ほ
か
、
社
甫
、
李
白
、
自
居
易
な
ど
に
お
け
る
猿
聾
に
ま
つ

わ
る
表
現
も
ま
た
、
悲
友
感
、
寂
家
感
等
の
情
緒
的
形
容
認
を
も
っ

て
す
る
額
向
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
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五

さ
て
、
以
上
に
壊
、
げ
た
諸
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
拡
、
猿
帥
怖
が
人
の

悲
京
感
を
誘
う
の
は
、
本
来
、
猿
の
鳴
く
薦
そ
の
も
の
が
、
概
し
て

物
悲
し
く
関
こ
え
る
と
い
う
普
遍
的
な
要
素
に
基
づ
く
黙
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
猿
に
関
す
る
諸
種
の
説
話
が
存
在

す
る
こ
と
も
ま
た
蒋
過
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
猿
の
悲
鳴
に
践
す

る
も
の
の
い
く
つ
か
を
掲
げ
る
。

質
際
の
と
こ
ろ
は
、
悲
し
げ
に
鳴
く
猿
で
あ
る
か
ら
こ
そ
次
の
よ

う
な
話
が
成
立
す
る
に
烹
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
の

時
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
猿
韓
の
悲
哀
感
を
、
そ
れ
ら
の
話
に
よ

っ
て
一
層
定
着
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
の
も
、

ま
た
考
え
得
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
足
払
説
新
語
』
(
宋
、
劉
義
援
撰
)
に
、

(
菅
)
粧
公
、
間
切
に
入
り
て
一
一
一
峡
に
至
る
。
部
伍
中
に
稜
子
を

得
た
る
者
有
り
。
其
の
母
、
川
河
に
縁
り
て
京
競
し
、
行
く
こ
と

百
絵
里
な
る
も
去
ら
ず
。
滋
に
跳
り
て
船
に
上
り
、
一
怠
れ
ば
偲
州
出

ち
絶
ゆ
0
3

破
り
て
其
の
腹
中
を
競
れ
ば
、
腸
皆
寸
寸
に
断
つ
。
(
下

略
〉
(
程
下
之
下
、
鰍
mm
第
二
十
八
。
〈
四
部
備
要
本
〉
〉

と
あ
り
、
梁
の
劉
峻
正
に
、
次
の
ご
と
く
い
う
o

zぜ

荊
州
記
に
日
く
、
長
七
百
用
品
、
一
嗣
岸
山
を
連
ね
、
臨
絶
ゆ
る

い
腿
無
し
。
し
て
、
天
を
隠
し
日
を
蔽
ひ
、
常
に
高
援

長
鳴
す
る
こ
と
有
り
て
、
関
引
清
速
な
り
。
漁
者
歌
ひ
て
日
く
、

巴
東
三
峡
一
品
峡
長
し
、
猿
鳴
…
聾
一
探
裳
を
治
す
。

ま
た
、
思
懇
文
類
取
水
』
(
巻
九
十
五
、
験
部
下
、
援
)
所
引
の

2

都
山
川
記
』
に
も
、

峡
中
、
援
鳴
至
っ
て
請
に
し
て
、
諸
山
谷
其
の
響
き
を
俸
ヘ
、

怜
怜
と
し
て
絶
え
ず
。
行
く
者
之
を
歌
ひ
て
日
く
、
巴
東
一
一
一
峡
猿

鳴
悲
し
、
援
鳴
二
一
議
採
衣
を
箔
す
。

と
述
べ
る
。

ま
た
、
『
水
経
法
』
(
北
貌
、
鄭
道
一
克
注
)
に
も
、

哨
初
霜
旦
に
一
企
る
ん
穏
に
、
林
塞
く
滴
粛
し
く
、
常
に
高
猿
の
長

嶋
す
る
こ
と
有
り
。
腐
引
凄
異
に
し
て
、
空
谷
響
き
を
博
士
京

特
久
絡
す
。
故
に
漁
者
歌
ひ
て
日
く
、
巴
東
三
峡
亙
峡
長
く
、
猿

鳴
一
一
一
護
涙
裳
を
治
す
。
(
各
一
一
一
十
四
、
江
水
。
八
四
部
議
刊
本
〉
〉

の
記
述
が
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
さ
れ
た
歌
が
少
し
ず
つ
異
な

る
の
も
面
白
い
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
猿
獲
の
哀
調
を
歌
う
黙
で

。

は
同
じ
で
あ
る
。
世
設
の
設
に
「
隠
綱
引
清
遠
」
と
い
い
、
『
宜
都
山
川

。

記
』
に
「
猿
鳴
歪
っ
て
清
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
「
清
」
の
解
揮
に

つ
い
て
は
、
し
ば
ら
く
後
に
ま
わ
し
た
い
。

ま
た
、
『
山
一
海
経
』
(
著
者
不
詳
。
音
、
郭
瑛
詑
)
の

常
一
(
一
作
常
)
庭
の
山
に
絞
木
多
く
、
自
猿
多
し
。

八
四
部
議
刊
本
〉
〉
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の
下
に
、
郭
撲
は
注
し
て

今
の
猿
は
椀
…
椴
に
れ
似
て
大
、
砂
川
脚
長
く
、
使
捷
な
り
。
色
は
黒

き
も
の
有
り
、
黄
な
る
も
の
有
り
。
鳴
く
と
き
其
の
聾
京
し
ο

と
い
う
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
す
で
に
貌
菅
の
関
に
、
猿
韓
が
悲
京
的
感
魔

を
も
っ
て
、
一
般
に
て
い
た
こ
と
が
う
が
か
わ
れ
る
。

さ
て
、
以
上
考
察
し
て
来
た
よ
う
に
、
猿
韓
お
よ
び
猿
と
い
う
一
時
間

っ
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
む
し
ろ
普
、
通

十
A

山、
で
あ
っ

「
す
が
す
が
し
い
猿
(
の
或
は
「
清
ら
か
に
鳴
く
猿
L

の
怠
味
に
理
解
す
る
の
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
悲
猿
の

イ
メ
ー
ジ
に
、
は
な
は
だ
し
く
そ
ぐ
わ
な
い
。

で
は
次
に
、
「
清
猿
い
の
語
、
も
し
く
は
猿
J

躍
が
「
濡
い
と
形
容
さ

れ
て
い
る
唐
詩
の
用
例
の
い
く
つ
か
を
、
同
ぶ
+
志
向
詩
b

中
よ
り
次
に
掲

げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

恥
作
品
併
坐
見
傷
。
(
李
一
瞬
。
都
内
。
各
五
九
〉

。。

石
上
関
滞
猿
。
(
王
維
。
瓜
閥
詩
。
巷
一
ニ
五
〉

0

0

0

 

猿
鳥
〈
一
作
鳴
〉
備
清
切
。
(
五
mm
齢
。
宴
南
一
A
3
0

各
一
四
一
〉

ム

ふ

0

0

別
後
冷
山
月
、
清
猿
無
断
待
。
〈
五
日
間
齢
。
迭
張
問
。
各
一
四
一
一
一
)

A

U

0

0

 

愁
聴
情
猿
夢
一
畏
長
。

…
九
時
貌
ニ
。
省
一
回
一
一
一
〉

山
月
L
V
酔
吟
。
ハ
常
建
o

部
州
留
加
。
巷
一
回
岡
山
〉

0

0

 

清
猿
古
木
中
。
(
劉
長
卿
c
登
思
稗
寺
上
方
題
修
竹
茂
松
。
程
一
四
七
)

0

0

ム

ム

ム

清
猿
不
可
襲
。
(
孟
浩
然
。
湖
中
按
泊
、
寄
関
九
司
戸
跡
。
各
一
五
九
〉

O

O

A

A

 

清
猿
助
客
愁
。

(
J

昼
前
曾
。
法
元
侍
御
充
模
湖
南
。
巻
二
一

O
〉

。。

呉
歌
新
清
猿
。
(
李
白
。
書
情
、
贈
察
合
人
雑
。
程
二
ハ
九
〉

。

。

洗
心
向
渓
月
、
清
耳
敬
亭
猿
。
(
李
白
。
別
意
少
府
。
春
一
七
回
)

。。

深
水
蕩
諜
情
猿
暗
。
(
李
台
。
夢
遊
天
姥
吟
、
摺
別
。
程
一
七
回
〉

0

0

 

墨
時
一
穏
清
猿
。
(
李
由
。
朝
下
過
麓
部
中
銑
欝
遊
。
巷
一
七
九
〉

0

0

ム

O

O

A

A

A

掩
留
惜
将
晩
、
復
聴
清
猿
京
。
清
猿
断
人
腸
、
遊
子
忠
故
郷
。

(
李
白
。
春
指
一
商
州
蓑
班
君
逝
石
蛾
模
。
各
一
七
九
〉

0

0

ム

ム

清
猿
響
歌
敗
。
(
李
白
。
自
巴
束
、
舟
行
、
一
広
一
声
。
各
一
八
一
)

。
。
ム

月
苦
情
猿
哀
。
〈
李
由
。
過
任
氏
別
業
、
二
首
〈
其
一
一
〉
各
一
八
ニ
〉

ム

ム

0

0

情
然
坐
我
天
姥
下
、
耳
議
己
似
開
清
猿
。
ハ
社
前
。
奉
先
劉
少
府

新
葉
山
水
障
歌
。
袋
二
二
ハ
〉

こ
れ
ら
の
用
例
の
う
ち
、
「
清
猿
」
を
、
一
す
が
す
が
し
い
ハ
或
は
、

清
ら
か
な
)
猿
(
の
韓
ど
と
解
し
て
も
一
意
味
が
通
る
の
も
あ
る
け
れ

ど
も
、
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
は
、
「
清
猿
不
可
聴
」
「
清
猿
助
客
愁
」
「
清

猿
哀
」
「
清
猿
断
人
腸
」
の
ご
と
く
、
清
猿
の
麓
も
や
は
り
、
断
腸
の

思
い
を
時
と
し
て
起
こ
さ
せ
る
、
哀
愁
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
表
現

さ
れ
て
い
る
例
に
注
意
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
「
清
猿
」
の
撃
は
、
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人
間
の
耳
に
心
地
よ



い
、
清
ら
か
で
す
が
す
が
し
い
営
環
と
し
て
は
歌
わ
れ
て
い
な
い
。

や
は
り
、
青
木
正
児
博
士
の
所
設
が
よ
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

し
か
ら
ば
、
そ
の
よ
う
に
、
時
と
し
て
聞
く
に
た
え
な
い
ほ
ど
の

哀
愁
に
満
ち
た
鳴
き
聾
を
、
何
故
に
「
清
」
の
字
を
用
い
て
「
清
猿
」

と
い
う
の
か
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
「
清
」
と
、
コ
及
」
「
愁
」
或
は

と
の
関
係
を
、
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
一
平
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

な
ど

七

の
中
、
葦
牛
・
織
女
を
歌
っ
た
有
名
な
詩
に
、

(注
8
)

(
無
名
氏
明
文
選
』
程
一
一
九
一
所
枚
。
)

河
漢
清
旦
浅
、

の
匂
が
あ
る
。
こ
の
、
上
の
句
に
見
ら
れ
る
「
?
旦
j
」
の
勾
法

は

、

に

は

し

ば

し

ば

用

い

ら

れ

る

も

の

で

あ

る。

以
来
、

そ
こ
で
、
「
清

E
i」
(
ま
た
は

い
て
、
普
理
を
形
容
す
る
と
見
ら
れ
る
場
合
、

「
!
い
の
部
分
に
い
か
な
く
る
か

資
料
は
や
は
り
、

る。

と
い
う
句
裂
に
お

に
封
し
て
、

て
み
た
い
。

間

本tl
和
今
悲O

J1 
出清o
度。
清o

旦
悲o
o 

貌
程
五
)

ハ
際
機
。
探
東
誠
一
一
利
一
品
。
菅
巻
五
)

0

0

 

籍
管
清
且
悲
。
(
鴻
岳
。
金
谷
集
作
詩
。
阻
間
程
八
〉

。
。

要
妙
清
立
法
。
(
何
承
天
ο

芳
樹
篇
。
宋
程
一
)

(
王
融
。
遊
伯
詩
、
五
首
。
八
其
立
一
〉
欄
円
程
一
一
〉

(
張
説
。
岳
州
宴
別
部
州
五
熊
、
ニ
首
。
〈
其
一
〉
全

今
我
作
歌
一
詠
高
風
、

菅
経
ニ
〉

。
。

激
揚
枇
設
悲
旦
情
。

(
時
玄
。
楽
女
体
行
。

巷
八
七
〉

。
。

一
作
依
依
。
)
清
且
切
。

杏
奇
襲
褒
(
一
作
法
撲
。

今
一
府
一
詩
、
在
一
関
西
)

九〉

撃
節
溺
長
詩
、

全
癒
詩
、
各
自
二
五
〉

(
常
控
。
掛
猿
。
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ハ
持
参
。
袈
路
軍
宅
確
管
歌
。
全
唐
詩
、
巻
一
九

ハ
白
眉
易
。
績
古
詩
十
首
。
〈
其
ニ
〉

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
「
清
且
j
L
の
句
法
を
用
い
て
一
音
躍
を
形

容

す

る

場

合

に

は

、

と

歌

わ

れ

る

こ

と

が

多

い

の

で
あ

d

る。

或

は

な

ど

に

密

接

な

関

連

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
」
の
語
と
「
悲
(
友
)
」

の

語

と

の

互

に

反

嬢

し

合

う

も

の

で

は

な

く

、

む

し

ろ

通

い

て

い

る

の

で

は

な

い

か

。

以

上

の

諸

こ
の
こ
と
は
、



例

一

に

歌

わ

れ

て

い

京

切

の

一

音

色

を

ま

ぎ

れ

も

な

く
有
し
て
い
て
、
何
承
天
の
詩
句
の
例
の
ご
と
き
は
、
そ
の
哀
絃
の

で
さ
え
あ
る
。

故

に

、

て

の

「

清

」

は

、

清

ら

か

で

す

、

が

す

が
し
い
音
色
を
形
容
し
な
い
場
合
の
ガ
が
、
よ
り
一
般
的
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

思
原
の
「
世
人
皆
潟
り
、
投
獄
り
清
め
り
」
(
漁
父
鱗
)
に
み
る
ま

で
も
な
く
、
我
々
は
、
「
褐
い
は
汚
濁
に
し
て
忌
む
べ
き
も
の
、
「
清
」

は
、
清
廉
に
し
し
い
も
の
な
ど
の
素
朴
な
印
象
を
抱
き
が
ち

で

あ

る

。

お

け

る

に

は

、

首

然

の

こ

と

な

が

ら、

(

w

税
関
輔
。
宿
法
華
寺
。
全
勝
詩
、

径
一
一
九
)

(
主
総
。
各
晩
封
印
一
昔
、
一
山
一
五
c

全
唐
詩

器
二
一
六
〉

館
東
撲
公
樹
脂
。

各
一
八
四
〉

な
ど
の
用
例
も
見
る
。
統
計
的
に
見
れ
ば
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
、

清
潔
、
清
殿
、
清
澄
な
ど
と
い
っ
た
用
例
の
方
が
多
い
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
音
盤
の
形
容
認
と
し
て
の

は

、

悲

京

の

っ

た

。

従
っ
て
、

の

の

tま

な
ど
の

と
は
意
味
的
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
「
清
猿
」
の
鳴
き
撃
は
、
心

地
よ
く
耳
に
響
く
も
の
で
は
な
く
、
悲
京
感
の
漂
う
、
時
に
は
棲

惨
な
感
じ
の
も
の
と
し
て
聞
こ
え
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
時
に

は
、
逆
に
作
者
の
悲
京
感
を
表
現
す
る
素
材
と
し
て
猿
撃
が
用
い
ら

れ
る
場
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
清
猿
」
は
、
猿
の
鳴
き
韓
そ
の
も
の
の
擬
聾

語
で
は
な
い
。
前
掲
の
詩
句
中
、
猿
韓
の
擬
諜
語
に
「
歌
歌
」
と
い

う
語
が
再
三
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
他
に
古
い
例
を
翠
げ
れ
ば
、

『
楚
僚
』
に
衣
の
句
が
あ
る
。

雷
墳
墳
今
雨
冥
冥
、
援
椴
験
今
次
夜
鳴
。
(
九
歌
、
山
鬼
。
〈
『
文
選
』

程一一一一一一所枚。〉〉
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こ
の
呂
延
済
注
に
「
駄
献
は
援
韓
な
り
」

と
い
う
認
は
、

不
問
爺
嬢
喚
女
整
。
但
開
燕
山
拐
騎
鳴
軟
敗
。

府
詩
集
』
各
第
ニ
五
、
横
吹
曲
僻
所
牧
。
〉
〉 と

い
う
。
し
か
し
、

ーっ
時k

〈
木
龍
詩
。
八
『
柴

揚

雲

一

寛

之

崎

議

今

、

(

『

楚

酔

w
h

離
騒
。
〈
集
法
に

「
構
は
鈴
の
衡
に
著
く
る
者
な
り
」
と
あ
る
。
〉

服
振
振
以
湾
玄
、
管
歌
歌
市
並
吹
。
〈
鴻
岳
、
閑
居
賦
。
八
円
文
濯
』

各一

な
ど
の
よ
う
に
、
馬
の
鳴
き
韓
、
鈴
の
笛
の
一
昔
な
ど
を
も
形
容

す
る
場
合
が
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
「
鰍
椴
」
は
、
か
ん
高
い
の
擬



議
語
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
歌
歌
た
る
猿
盤
も
、
そ
れ
ら
と
類
似
の
か
ん
高
い

(
伴
氏

9
)

の
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
猿
撃
は
、
果
た
し
て
す
が
す

が
し
い
印
象
を
も
っ
て
聞
こ
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
音
柴
関
係
の

用
語
で
「
清
、
掲
し
と
い
う
と
き
の
「
浩
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
一
昔
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
話
相
自
主
柴
記
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
確
め
た
上
、

緒

的

性

格

を

さ

ら

た

い

。

八

然

る

後

、

て

し

て

、

文

る

に

琴

誌

を

以

て
た
が
ひ

し
、
(
略
)
小
大
和
成
し
、
移
始
羽
生
じ
、
，
迭
に
経
と

(
法
問
〉

相

匁

る

。

ハ

柴

記

第

十

九

八

十

じ

0
)

と
あ
り
、
こ
れ
に
約
し
て
、
制

清
と
は
、
避
賓
よ
り
感
服

一
鍛
よ
り
中
呂
に
至
る
を
謂
p

と
設
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

至
る
ま
で
の

で
の

ヨ三は
る、

を
謂
ふ予
な
り

潟
と
は

と
は
、
十
二
律
の
中
、

い
い
、
「
潟
い
と
は
、
寅
一
銭
よ
り
中
呂

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
て
み
る

よ
っ
て
解
轄
す
れ
ば
、
青
木

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま

と

の

の
い
わ
れ
る
ご
と
く
、

ミ

J

J
込
司
、

カ
一
ノ
プ
r
し

た
、
柴
記
の
別
の
経
文
、

宮
を
君
と
為
し
、
一
閣
を
毘
と
潟
し
、
角
を
民
と
篤
し
、
徴
を
事

と
潟
し
、
期
初
を
物
と
筋
す
。
(
問
〉

に
は
、
郵
注
に

五
者
は
君
・
臣
・
民
・
事
・
物
な
り
。
凡
そ
韓
滞
る
者
は
寧

く
、
清
む
者
は
卑
し
。

〈
注
孔
)

と
あ
っ
て
、
官
、
商
、
角
、
徴
、
羽
の
五
韓
の
中
、
最
も
低
く
潟
っ

た
麓
(
宮
)
を
{
等
専
に
酷
蛍
す
れ
ば
、
最
も
傘
い
君
に
嘗
た
り
、
反

艶
に
最
も
高
く
情
ん
だ
聾
ハ
羽
)
は
、
卑
い
も
の
と
し
て
物
に
蛍
た

る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
柴
記
の
冒
頭
に
近
い
部
分
に
お
け
る
孔
穎

注
の
疏
の
中
に
、
「
韓
と
は
、
走
れ
宮
一
部
角
徴
沼
な
り
。
極
、
掲
な
る
者

を
宮
と
魚
し
、
極
清
な
る
も
の
を
沼
と
魚
す
」
と
い
う
。
低
一
時
間
を
慕

本
と
す
る
こ
と
は
、
柴
記
の
中
の
別
の
経
文
の
鄭
記
に
、

小
・
大
は
、
高
韓
・
正
聾
の
類
を
語
ふ
な
り
。

と
あ
っ
て
、
低
一
昔
を
「
正
聾
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ

る
。
こ
こ
で
、
小
・
大
と
は
、
柴
器
の
大
き
さ
に
よ
る
麓
の
高
低
を

(
注
目
)

い
い
、
律
管
な
ど
の
最
も
長
く
大
き
い
も
の
の
低
い
聾
を
鄭
玄
は
、

正
聾
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
か
ん
高
い
音
聾
を
、
傘
卑
の
感
受
で
位
置

づ
け
る
な
ら
、
そ
れ
は
卑
し
い
一
音
盤
で
あ
る
と
い
う
説
明
の
し
か
た

が
、
古
く
か
ら
存
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
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を

ち
な
み
に
、
五
獲
の
低
い
ガ
か
ら
第
二
に
位
還
す
る
一
両
韓
の
こ
と

(

殊

に

と

も

い

い

、

円

呂

の

ず
し
て

明
を
失
は
ず
し
て
自
黒
の
殊
を
見
、

濁
の
獲
を
聴
く
。
〈
巻
十
七
、
執
一

撃
主
こ
ま
、

訂正
H

、1
1
b
v
i
v

、
濁
は
宮
な
り
。

低
く
崎
つ

耳
其
の
揺
を
失
は

に
お
け

と
い
う
。

の
は
、

の
方
に
近
い
一
両
携
を
、
清
と
い
っ
て
い
る

に
み
れ
ば
、
一
両
は
清
と
い
え
る
と
い
う
ま
で

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
集
記
の
孔
頴
連
疏
に
、
次
、
宮
を
以
て

最
も
褐
と
す
。
宮
よ
り
以
下
は
期
ち
檎
清
な
り
。
君
臨
民
事
物
、
亦

傘
卑
有
り
。
故
に
次
を
以
て
之
を
配
す
り
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
円
呂
氏
春
秋
b

本
文
の
「
清
潟
」
の
説
明
は
、
間
平

に
韓
の
高
低
の
識
別
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
清
は
一
時
」
と

い
う
詑
も
ま
た
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
柴
記
に
は
、
一
四
間
'
撲
の
高
低
の
説
明
の
し
か
た
に
、
傘
卑
の

諮
を
も
っ
て
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
す
べ

て
の
か
ん
高
い
音
を
卑
し
い
も
の
と
開
く
感
魔
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
は
な
る
ま
い
ο
な
ぜ
な
ら
前
に
例
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
鈴
の
昔
、

笛
の
菅
な
ど
も
「
歌
歌
」
と
い
う
語
で
形
容
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
繁
記
は
、
蛍
時
と
し
て
は
音
階
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る

た
め
に
、
「
君
臣
民
事
物
」
な
ど
に
配
常
し
て

る。

い
た
と
も
考
え
ら
れ

し
か
し
、
猿
の
場
合
、
多
く
は
幽
深
な
山
中
で
友
鳴
す
る
、
そ
の

濁
特
な
環
境
と
鳴
き
方
の
故
か
、
歌
歌
と
し
て
鳴
く
猿
は
、
中
関
文

で
は
、
古
く
は
好
ま
し
い
も
の
と
し
て
歌
わ
れ
な
い
。

さ
き
に
掲
げ
た

ZA俳
』
の
「
援
歌
歌
令
狭
夜
鳴
」
に
つ
い
て
、

逸
詮
で
は
、

援
椴
普
く
鳴
く
は
、
以
て
議
一
一
一
一
向
に
興
ふ
。
(
略
)
援
歌
歌
は
、
議

夫
口
を
奔
す
る
な
り
。
(
コ
ハ
ぽ
詑
文
第
一
径
一
一
一
一
…
一
所
牧
)

と
述
べ
、
呂
延
演
も
劉
良
も
荷
じ
立
場
を
と
る
。
か
ん
高
い

く
猿
韓
を
忌
む
べ
き
も
の
と
し
て
理
解
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
解
稗

の
根
底
に
、
楽
記
の
、
一
音
麓
に
関
す
る
辱
卑
の
感
魔
が
直
接
的
に
影

響
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
王
逸
は
じ
め
六

回
注
は
、
柴
記
の
説
を
脳
裏
に
全
く
置
か
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、

そ
れ
も
ま
た
否
定
的
な
材
料
は
な
い
。
恐
ら
く
は
無
意
識
的
に
も
せ

よ
、
か
ん
高
い
猿
諜
に
つ
い
て
、
衆
記
の
所
読
の
漠
然
た
る
述
調
が

多
少
な
り
と
も
働
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
宋

の
朱
菜
も
、
円
楚
僻
』
の
「
媛
択
群
鳴
し
て
虎
豹
埠
ぶ
い
(
招
隠
士
第

十
五
。
〈
中
華
書
局
影
印
宋
刊
本
町
楚
酔
集
註
い
〉
)
の
勾
に
註
し
て
、

つ
山
谷
の
中
、
糊
一
深
除
問
な
る
は
、
君
子
の
盛
る
所
に
非
ず
」
と
い

。

〉

竹

/
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九

歌

の

そ

れ

と

の

先

後

関

係

を

、

今

は

明

確
に
な
し
得
な
い
。
従
っ
か
「
軌
戦
い
た
る
猿
躍
を
、
来
認

に
い
う
所
の
い
わ
ゆ
る
思
る
も
の
と
し
て
意
識
的
に
歌
っ
た
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
戦
歯
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
…

(
肢
は
〉

般
に
、
深
山
糊
谷
は
自
然
美
の
存
す
る
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
ル
水
子

が
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
は
君
子
の
慮
る
べ
き
所
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
円
楚
僻
b

に
現
れ
る
猿
撃
を
、
後
の
注
抑
伴
家
連
が
好
一
意
的
に
解

仰
押
し
な
い
の
は
、
そ
の
瑛
境
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
紫
記
の
所
説
と

も
一
脈
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

猿
を
ま
と
も
に
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
詩
題
と
し
て
歌
う
作
品

は

、

沈

約

の

)

あ

た
り
が
そ
の

に、

い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。
そ
の
中

散
び
て
東
山
棋
に
唱
ひ
、
復
た
作
み
て
問
巌
に
答
ふ
」
と

歌
う
よ
う
に
、
猿
躍
を
灘
間
に
比
す
る
よ
う
な
歌
い
ぶ
り
は
見
え
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
掲
の
詩
句
例
に
見
る
ご
と
く
、
猿
韓
は
悲

ち
た
も
の
と
し
て
な
お
歌
わ
れ
綾
け
た
。
そ
し
て
本
節
で

よ
う
に
、
ま
さ
し
く
そ
れ
は
か
ん
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

一
部
に
引
用
し
た
、

ζ

は
、
猿
の
鳴

十
A

町、
、
心
灯
篭

従
っ
て
、

く

'

峰

、

加

な

り

」

の

解

糖

も

、

し
げ
に
、
か
い
も
の
を
い
う
い
の
意
に
と
る
の

ま
た
、
第
五
節
に
引
用
し
た
、

ろ
う

Uま

な

て
清
」
な
ど
の
や
、
こ
れ
ま
で
問
題
に
し
て
き
た

の
「
清
い
は
、
悲
哀
感
を
有
す
る
、
か
ん
高
い

る。

い
う
の
で
あ

そ

う

し

て

始

め

て

、

前

に

例

に

掲

げ

た

、

中

の

詩

句

例
、
「
情
殺
不
可
聴
」
(
孟
浩
然
〉
、
「
清
猿
助
客
愁
」
い
曾
〉
、
ハ
復

聴
清
猿
京
」
ハ
李
白
)
、
「
清
猿
新
人
腸
」
(
開
)
、
「
月
苦
情
猿
哀
」

(
同
)
な
ど
の
用
例
の
解
鰹
に
、
字
義
的
に
も
感
魔
的
に
も
納
得
が

い
く
の
で
あ
る
。

掲
げ
た
蝶
峨
天
皇
の
詩
に
お
け
る
「
清
猿
」
の
用

例
も
、
以
上
の
よ
う
に
解
稗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
に
一
層
の

緊
張
感
が
漂
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
、
冒
頭
に
吋
掛
川
齢
』
を

ふ
ま
え
て
歌
い
出
さ
れ
る
『
凌
雲
集
』
所
牧
の
「
秩
日
深
山
に
入

る
」
の
詩
な
ど
は
、
つ
清
猿
」
を
す
が
す
が
し
い
猿
と
解
し
て
は
、
作

者
の
岡
県
一
意
を
遠
く
離
れ
た
理
解
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

ま
た
、
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時
代
の
鑓
遜
に
つ
れ
て
、
諮
一
意
や
語
感
は
不
安
定
に
揺
れ
る
も
の

で
あ
る
。
自
然
観
の
推
移
に
伴
な
い
、
例
え
ば
、
山
猿
の
友
聾
を
風

ハ
技
団
〉

流
視
す
る
傾
向
が
生
じ
る
も
の
か
ど
う
か
、
ム
7

は
紙
数
も
謹
き
た

の
で
、
そ
れ
は
次
の
課
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

(
和
歌
山
大
事
教
授
〉

(注
1
)

小
島
憲
之
著
『
上
代
日
本
文
事
と
中
間
文
事
』
下
、

…
五
一
一
;



一
五
…
九
ペ
ー
ジ
。

〈
注
2
〉
前
掲
謀
、
一
去
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

ハ技
3
)

開
閉
正
之
署
内
日
本
漢
究
開
十
史
b

増
補
版
、
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

〈法
4
)

小
島
龍
之
博
士
に
よ
れ
ば
、
コ
肉
葉
集
h

に
も
猿
現
は
正
間
切
っ
て

一
散
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
o

Q古
今
集
以
前
h

一
五
一
ペ
ー
ジ
。
〉

ハ
技
5
〉
日
本
古
典
文
早
大
添
木
に
よ
る
。

ハ
詑
6
V

問
時
代
の
吋
中
内
今
和
歌
集
n

凶
器
十
九
に
は
、
「
猿
山
の
岐
に
叫
ぶ
L

の
腿
で
凡
河
内
抗
…
慌
の
歌
を
載
ぜ
る
。
(
前
揃
諜
一
百
一
一
・
一
五
四
ペ
ー

ジ
参
照
。
)

ハ法
7
)

向
田
正
之
著
町
日
本
漢
文
事
史
h

増
補
版
、
一
二
二
!
…
二
一
…
一
ベ

ジ。

(
杭

8
〉
町
一
ム
宿
一
一
新
一
散
ω
で
は
牧
乗
の
作
、
間
閣
は
雑
詩
。

(
柁
9
〉
船
津
什
川
彦
稿
「
中
閣
の
詩
に
現
れ
た
猿
の
諜
」
〈
円
漢
文
教
室
』
第

二
七
悦
〉
参
照
。

(
法
問
)
訓
設
は
、
全
開
撰
文
大
系
本
語
附
記
h

納
を
参
考
に
し
た
。

ハ
校
日
)
(
注
目
〉
鄭
玄
悶
は
く
、
官
一
掬
角
徴
沼
、
雑
比
す
る
を
脅
と
日
ひ
、

間
取
出
す
る
を
蝶
と
日
ふ
。
(
叫
離
記
住
疏
』
器
…
一
一
十
七
、
柴
記
第
十
九
)

(
設
は
V

ふ
れ
一
燃
漢
文
大
系
吋
総
記
b

例
、
四
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
に
「
宮
韓
の
資
鍾

は
長
さ
が
九
寸
い
と
い
う
。

〈詑

M
)

小
問
地
郊
一
著
吋
・
中
間
文
壊
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
h

参
照
。

関
崎
議
惑
博
士
は
、
自
然
の
勝
趣
に
風
流
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
菅
掠
巡
回
胤
あ
た
り
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
o

Q
日
本
題

術
思
潮
b

第
ニ
替
の
上
、
七
一
ペ
ー
ジ
)

題
--::r-

話討
転ヨ

実

報

保護至敏
氏氏氏氏

( 50 ) 

曾

高
檎
委
員

千
原
勝
美
氏
を
選
出

。

線

合

後

の

委

員

舎

で

、

一

身

上

の

都

合

に

よ

り

委

員

一

長

を

酔

任

し

た

い

委

員

曾

は

そ

の

申

出

を

了

承

し
、
一
新
委
員

d

長
に
水
津
利
忠
氏
を
選
出
し
た
。
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